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時間外勤務の上限規制について県労連として妥結
４月から月45時間、年360時間が限度時間、体制の整備が急務！
「通常予見できない業務量の大幅な増加等に伴う臨時的な場合」は、月100時間、年720時間を上限
　県労連は1月18日、時間外勤務の上限等について幹事団交渉を行い、次のとおり妥結しました。

《時間外勤務の上限等について》

１　正規の勤務時間を超える勤務又は週休日若しくは休日における勤務（以下「時間外勤務等」という。）の上限については、次のとおりとする。

（１）限度時間は、月45時間以内、年360時間以内とする。

（２）通常予見することのできない業務量の大幅な増加等に伴い臨時的に限度時間を超えて労働させる必要がある場合は、月100時間未満（月45時間超の月数は年6回以内、2～6か月の各期間の平均は80時間以内）、年720時間以内とする。

（３）災害その他避けることのできない事由によって臨時の必要がある場合は、（２）の上限時間を超えることができる。

２　１（２）の上限時間を超えた場合は、災害その他避けることのできない事由によって臨時の必要があったか否かの事後的な検証を行う。

３　１及び２は、三六協定で定めるところにより時間外勤務等を行う職員には適用しない。

４　実施時期　平成31年4月1日

すべての職場が原則月45時間以内

　妥結した「時間外勤務の上限等」は、昨年の確定交渉を踏まえ、12月の総務省からの「条例参考例」の送付を受けて、交渉を行ったものです。
　その背景には、長時間労働の抑制をめざし、避けることのできない事由なく月100時間を超えた場合に罰則を設けた等の労働基準法の改正があります。

上限を規制する「時間外勤務」とは、「残業時間」ではなく、平日の始業前時間はもちろん、休日の勤務時間も含みます。
　また、国とは異なり、事前に月100時間を上限とする部署を定めるのではなく、年度当初はすべての職場で月45時間が限度時間となります。

月100時間未満は限定的
　月45時間を超えられるのは、「通常予見することのできない」場合に限定されます。つまり、通常業務の延長で月45時間を超えることはできません。
　また、一旦月100時間が許されたとしても無制限ではなく、月45時間超は年6回まで、2～6か月の各期間の平均は80時間以内とされます。
　災害発生時等は、月100時間を超えることはできますが、極めて例外的な運用です。
月100時間超の場合は検証を行う
　災害等で月100時間を超えた場合は、本当にその必要があったのか、事後に検証を行います。
　また、県労連からの強い要求により、月45時間を超えた場合についても、労使協議の場で確認することとしました。
今後の課題
　「働き方改革推進本部」の資料によると、前年度比で80時間超は減少していますが、逆に45時間超は増加傾向にあり、2018年4月～10月で1,279人います。その全てが「通常予見できない業務」とは思えません。
　やるべき仕事量に、人員・仕事のやり方が適合していないのが主な原因ではないでしょうか。その改善なくして時間外勤務を減らすことはできません。
4月に向け必要な体制を整備することは急務です。上限規制についての当局の本気度が試されます。
福利厚生関係要求回答交渉
12月26日に職員厚生課に提出した要求書に対して、1月25日、次のとおり回答がありました。
○安全衛生委員会の活性化については、昨年4月6日に、全所属に対して労働安全衛生法に基づく衛生管理体制に関する通知を出した。また、開催回数の少ない所属に、多い所属の議題を提供するほか、産業医の巡視に合わせて安全衛生委員会を開催することで、多くの所属で開催回数が増えている。また、新たに人事委員会と共催で安全衛生管理者を対象にした研修会を行ったところであり、今後も継続していきたい。

○働きやすい環境づくりのためには、継続してもらえる産業医が求められるが、常勤としての採用は難しい。非常勤の医師の確保について関係機関に働きかけており、昨年10月には、非常勤の産業医1名を採用し、欠員補充を行った。
○ストレスチェックの実施結果の活用については、所属長を対象に、集団分析結果を基にした職場の問題点の把握と改善に向けた取組みに関する説明会を開催した。職場討議す
○ストレスチェックの職員の受検率は、当初の23％から73％に上昇してきたが、厚生労働省では、80％の受検率を求めている。職場の状況を把握するための一つの方法であり、周知の方法も含めて検討し、受検率を上げていきたい。

憲法学習会のお知らせ
組合では10年以上前から、憲法問題に危機意識を持って、定期的に学習会を開いています。
今回はどさくさに紛れて改正された水道法、私たちの生存権に関わる身近で大事な問題です。特に若手の参加をお待ちしています！（事前申込不要）
日　時　２月14日(木)18：30～
場　所　波止場会館３階中会議室
テーマ　水道法改正について
















































確認メモ


時間外勤務等が限度時間を超えた場合については、各任命権者との間で設置された労使協議の場でその状況を確認するものとする。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































